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	【通知】農食工第82回年次大会案内_片平.pdf
	令和6年（2024年）９月５日
	【本件のポイント】
	【概要】
	今回の年次大会での発表総数は163課題で、一般講演が52課題、オーガナイズドセッションでの発表が86課題、ポスター発表が25課題あります。今回の年次大会は、開催1日目となる9月7日に理事会と定時総会を行った後、9月8日～9日まで2日間、7会場を借用し一般講演およびオーガナイズドセッションを開催します。ポスター発表は農学部1号館の大会議室を借用して終日ご覧頂けるように設置します。また、9月8日と9日には、山形県内外の企業11社の展示も予定しており、最新の農業機械についての情報交換の場を設けております。
	【シンポジウム】


